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1.  機能改良の目的 

群馬県では、国の定期点検要領の改定内容を踏まえ、群馬県定期点検要領を令和 7 年度中に改

定予定としている。それに伴い、現在稼働中である「群馬県橋梁情報管理システム」に対して、

群馬県定期点検要領による管理様式等の変更を踏まえたシステム改良の要件定義及び基本設計を

行った。以降にその内容について示す。 

 

2.  システム構成図 

群馬県橋梁情報管理システムは、民営のクラウドサーバ上にて稼働しており、群馬県職員及び

点検業者等の利用者は Webブラウザを介して本システムを利用している。 

サーバ構成は、Webサーバと DBサーバの二つに分かれており、Webサーバは、データの登録・

提供や各種帳票の作成・提供等の処理を行い、DB サーバは、点検結果、画像データを保管してい

る。加えて、DB サーバに蓄積されたデータをバックアップしている構成である。 

 

 

図 2-1 システム構成図 

 

3.  改良要素 

点検要領改定のシステムに係わる部分として、床版調査の追加と定期点検の管理項目の変更に

伴う様式の変更の２つに大別される。それぞれの改定内容に対しての機能改良要件について以降

に示す。 

【システム改良要素】 

改良要素①：床版調査の追加に伴う床版調査結果管理機能の追加 

改良要素②：橋梁管理カルテの変更に伴う出力・登録・検索・参照機能の改良 

 

  



- 2 - 

4.  機能改良の全体像 

機能改良の全体像について「図 4-1」「図 4-2」に示す。改良要素①については「図 4-1」「図 4-2」全体に係わる部分であり、改良要素②は「図 4-2」の一部機能（ピンクハッチ）に該当する。 

 

図 4-1 床版調査結果の管理機能のシステム操作概要 
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図 4-2 定期点検結果の管理機能のシステム操作概要 
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5.  改良要素①「床版調査の追加に伴う床版調査結果管理機能の追加」 

床版調査の追加に伴う床版調査結果管理機能の要件定義及び基本設計を以降に示す。 

 

5.1.  要件定義 

5.1.1.  基本要件 

・ 定期点検に床版調査が含まれるが、床版調査と定期点検の担当業者は別業者となり、発注

時期も異なる（定期点検の１年前に床版調査実施を基本）。 

・ 床版調査結果は橋梁単位で記録する。記録にあたっては群馬県の橋梁管理カルテに新設さ

れた床版調査結果記録様式（様式 9）に床版調査で記録すべき項目を Excel 上で記入し添付

登録する。 

・ システムに添付登録された床版調査 Excel ファイルは、定期点検担当業者に引き渡し、定期

点検業者が最終評価を記入しシステムに登録すると Excel 内に記録された TEXT データ、

画像が登録される仕組みとする。 

・ 床版調査時における電磁波レーダ調査オリジナルデータは大容量であるため、群馬県橋梁

情報管理システム上では管理しない。別途、群馬県電子納品システムに電子納品されるた

め、それと紐づけできるよう群馬県橋梁情報管理システム上では契約管理番号を保持する。 

・ 床版調査結果の実施状況を登録状況に基づき検索し、履歴情報として参照できる仕組みと

する。 

・ 現行のシステムでは道路整備課の専用機能である点検計画立案支援機能にて橋梁単位に

「床版調査対象（対象/対象外）」を管理できる機能としている。一方で、点検要領の改定の

方向性としては、定期点検業者が次回定期点検時における床版調査の実施の有効性を判断

し結果を様式 8 に記録・登録したうえで、職員の承認を得てシステムに登録される運用で

検討を進めている。次回定期点検時における床版調査の要否は、「対象外、対象（必要）、対

象（不要）」の選択肢とし点検履歴毎に管理される項目となるため、最新の値を、点検計画

立案支援機能で閲覧、絞りこみ、更新できる機能に改良する。また、発注画面でも次回定期

点検時における床版調査の要否を最新の値から絞り込みできる機能とする。 

 

5.1.2.  運用要件 

床版調査業務、定期点検業務のシステムと関係する部分の運用の流れは以下とする。 

①床版調査業務の発注 

・事務所にて床版調査業務を発注し、システムに業務登録を行う。ここでは、発注先を「業

者 A 群」と称する。 

・発注時期は基本的に定期点検実施の１年前の実施（登録期間は 9 月～12 月頃予定）で、

発注先業者は１社とは限らない。 

②床版調査の実施と結果登録 

・業者 A 群は床版調査を実施し、システムから床版調査結果記録様式（様式 9）の Excel

フォーマットを出力し結果を添付登録する。 

③定期点検業務の発注 

・事務所にて定期点検業務を発注し、システムに業務登録を行う。ここでは、発注先を「業

者 B 群」と称する。 
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・対象橋梁は通常の 5 年サイクルであるため、定期点検業務の一部の橋梁が床版調査対

象となる。 

④定期点検の実施と結果登録 

・業者 B 群は定期点検を実施し、その結果をシステムに登録する。 

・うち、床版調査対象の橋梁に対しては、業者 A 群によってシステムに登録された床版

調査結果を Excel フォーマットの形で取得し、近接目視点検結果をそこに追記の上で最

終評価を行い、システムに登録する。 

事務所 
橋梁管理 

システム 

床版調査担当 

（業者 A 群） 

定期点検担当 

（業者 B 群） 

    

図 5-1 床版調査・定期点検業務の運用フロー・システムとの関係 

 

5.1.3.  機能要件 

前述の基本要件、運用要件を踏まえ、群馬県橋梁情報管理システムに備えるべき機能について、

機能要素別に整理した。 

(1)  床版調査業務の発注機能 

・ 事務所職員にて、床版調査業務の発注登録をシステムに対して行う。 

・ 対象橋梁選択時において床版調査対象橋梁を絞り込み機能を設置する。 

・ 発注登録により、当該業者にシステムへのアクセス権がメール通知する。 

(2)  床版調査の記録様式取得機能 

・ 床版調査業者がシステムにログイン後、担当する調査対象橋梁の床版調査結果記録様式（様

式 9）を Excel フォーマットで複数橋梁分一括取得できる機能とする。 

・ Excel 内には橋梁諸元情報が記入された状態とする。 

システムに登録 

（アップロード） 

①床版調査業務 

の発注登録 

システムに登録 

（業者、担当橋梁 

を指定） 

 システムへのアクセス

情報の取得 

（自動メールにて） 

②床版調査結果入力用 

様式ファイル取得、 

調査を実施、結果を記録 

し、システムに登録 システムに登録 

（ファイル添付） 

③定期点検業務 

の発注登録 

システムに登録 

（業者、担当橋梁 

を指定） 

 
システムへのアクセス

情報の取得 

（自動メールにて） 

④定期点検様式を取得、 

床版調査結果を取得、 

点検を実施、評価結果を 

記入後、システムに登録 
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・ 直近の床版調査結果が登録されている場合は、直近の床版調査結果の判定結果以外の記録

情報（部材要素番号の TEXT 情報、図画像）が記入された状態かつ sheet 構成が整った状態

で出力する。 

(3)  床版調査結果の登録機能（Excel の添付登録機能） 

・ 添付ファイル形式で登録する。 

・ 複数ファイル（複数橋梁分）を一括で登録できる機能とする。 

・ 登録制御として業務対象橋梁、ファイル名・シート名、径間番号及びパネル分割番号の重

複、写真入力方法をチェックする。 

・ DB への登録情報は、床版調査年月日等の履歴情報を登録する。 

(4)  承認申請・承認（否認）機能 

・ 業者による承認申請、事務所職員による承認、橋梁係による承認のフローを用意する。 

・ 橋梁係による承認をもってデータを確定する。 

(5)  床版調査結果の検索・参照・出力機能 

・ 床版調査結果の履歴情報を床版調査年月日等の項目から検索できる機能を設置する。 

・ 橋梁単位の点検履歴画面の一覧に「床版調査」の履歴区分を表示し、床版調査年月日の履

歴リンクから床版調査履歴画面（橋梁概要タブ、床版調査結果タブ）を表示する。 

・ 床版調査業者（業務中）は、床版調査履歴画面の削除ボタンボタンでデータを削除できる

操作権限とする（仮登録中は登録取消ボタンを表示）。 

・ 床版調査結果記録様式（様式 9 の Excel）のファイルを一覧及び床版調査結果画面から出力

できる機能を設置する。 

(6)  定期点検時の床版調査結果（最終評価）の登録機能、様式 8 登録機能の改良 

・ 定期点検業務において、床版調査業者が登録した床版調査結果記録様式（様式 9 の Excel）

を一括出力する。 

・ 定期点検業者は定期点検結果記録様式（様式 8）を登録後、床版調査結果（最終評価）を記

録した様式 9 の Excel を定期点検結果に紐づけて登録する。 

・ ファイル内に記録された諸元以外の TEXT 情報と画像（側面図、断面図）を抽出し、DB に

登録する。 

・ 登録制御として業務対象橋梁、ファイル名・シート名、径間番号及びパネル分割番号の重

複、写真入力方法、規則外での入力がされていないかをチェックする。 

・ 床版調査結果は、定期点検業務内の一部の橋梁に限られるため、床版調査結果（最終評価）

を記録した様式 9 の登録状況に係わらず点検データの承認申請、承認（否認）はできるも

のとする。 

・ フォーマット改定後の様式 8 を登録できるよう改良する。 

(7)  簡易メニュー機能 

・ 事務所職員の簡易メニューに「床版調査」に係わる専用画面を新設する。 

・ 既往の定期点検業務の簡易メニュー機能において、床版調査業者が登録した床版調査結果

記録様式（様式 9 の Excel）を出力できる機能を設置する。 
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5.2.  基本設計 

床版調査結果の管理機能について下記の基本設計を実施した。以降に内容を示す。 

・画面基本設計       ：5.2.1. に記載 

・床版調査業務のテーブル基本設計     ：③に記載 

・床版調査結果登録用 Excel フォーマット出力設計   ：5.2.3. に記載 

・床版調査業務のメール基本設計     ：5.2.4. に記載 

 

5.2.1.  画面基本設計 

床版調査結果の管理機能に係わる画面設計及び操作イメージについて以降に示す。 

 

(1)  床版調査業務の発注機能 

床版調査業務の発注機能に係わる画面設計について以降に示す。 

a） 発注画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-2 発注画面 

■ 機能制御 

① データの種類：床版調査データ（登録者：業者）を選択できる機能とする。※事務所専用

の発注機能とする。 

② 登録件名、登録期間、事務所名、作業者：登録件名や作業者は定期点検業務と同様、自動

的に入力された状態とする。登録件名は「条件設定日（yy ㎜ dd）＋床版調査データ登録＋

更新作業（ログインユーザ ID）」とする。 

③ 対象橋梁選択：対象橋梁選択機能の画面上で直接選択時において、絞りこみ機能と一覧表

に“次回定期点検時における床版調査の要否”の項目を設置する。“次回定期点検時におけ

る床版調査の要否”は、最新の定期点検履歴情報の値を表示する。 

④ 異常時点検フラグ：一覧表内の異常時点検フラグの項目は不要とする。 

⑤ メール通知：登録実行後、対象業者にメールを通知する。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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⑥ 条件設定の変更：条件設定の内容は、該当の作業に登録者や承認者として関わっている事

務所職員、県庁職員（橋梁係）であれば、変更することができる。なお、「データの種類」

や「登録件名」は変更不可とし、未承認データを含む橋梁は対象橋梁から外せない。 

⑦ 業務削除：条件設定で登録した作業は、以下の条件を満たす場合、削除することができ

る。なお、作業中のデータが存在する場合は削除不可とする。 

・案件に関わっている事務所職員、または県庁職員（橋梁係）の場合 

・削除する作業の対象橋梁が、すべて未承認データのない状態の場合 

 

b） 発注後の TOP 画面（業務一覧） 

■ 画面イメージ 

 

図 5-3 発注後の TOP 画面（業務一覧） 

■ 機能制御 

① データの種類：床版調査データの選択肢を追加する。 

② 業務表示：床版調査データの業務表示を行う。本機能は定期点検業務と同様の表とする。 

③ 業務名リンク：当該業務名のリンクを表示し、画面遷移後は橋梁一覧（作業対象橋梁）を

表示する。 

④ お知らせ：おしらせ画面に床版調査業務の内容を通知する。 

❷ 

❶ 

❸ 

❹ 
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c） 橋梁一覧（作業対象橋梁） 

■ 画面イメージ 

 

図 5-4 橋梁一覧（作業対象橋梁） 

■ 機能制御 

① データの種類：“床版調査データ”と表示する。 

② 一覧表の項目：ベースは定期点検業務の画面とし、“点検実施日”を“床版調査日”の項

目名に変更、国様式の項目は不要とする。データの種類は、床版調査データとする。 

 

  

❶ 

❷ 



- 10 - 

(2)  床版調査の記録様式の取得機能 

床版調査の記録様式取得機能に係わる画面設計について以降に示す。 

 

a） 床版調査（入力調書出力）画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-5 床版調査（入力調書出力）画面 

■ 機能制御 

① 画面名：“床版調査（入力調書出力）”とする。 

② 入力用 床版調査様式（様式 9）出力：入力用の床版調査様式（様式 9）を出力する。 

③ 対象橋梁一覧表：当該業務の対象橋梁の一覧を表示する。 

④ 出力 Excel の内容：出力される様式には、橋梁名や路線名など、諸元情報は記録された状

態とする。また、直近の床版調査結果が登録されている場合は、直近の床版調査結果の判定

結果以外の記録情報（部材要素番号の TEXT 情報、図画像）が記入された状態かつ sheet 構

成が整った状態で出力する。写真貼付は登録仕様にならいオブジェクト名を記録した状態

とする。 

 

 

  

入力用 床版調査様式（様式 9）出力 

❷ ❶ 

❸ 

❹ 
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b） 橋梁一覧（入力用床版調査調書出力）画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-6 橋梁一覧（入力用床版調査調書出力）画面 

■ 機能制御 

① 入力用床版調査調書出力：TOP 画面の出力する・印刷するの枠に、当該ボタンを設置し、

橋梁一覧（入力用床版調査調書出力）画面に遷移する。 

② 画面名：“橋梁一覧（入力用床版調査調書出力）”とする。ベースは「橋梁一覧（入力用定

期点検調書出力）」画面とする。 

③ 一覧表：一覧項目のデフォルトとして、ベースの項目に加え「次回定期点検時における床

版調査の要否」の項目を追加する。 

④ 入力用 床版調査様式（様式 9）出力：出力される様式には、橋梁名や路線名など、諸元

情報は記録された状態とする。また、直近の床版調査結果が登録されている場合は、直近の

床版調査結果の判定結果以外の記録情報（部材要素番号の TEXT 情報、図画像）が記入さ

れた状態かつ sheet 構成が整った状態で出力する。写真貼付は登録仕様にならいオブジェク

ト名を記録した状態とする。 

 

  

❶ 

❷ 

❸

❹ 

入力用 床版調査様式（様式 9）出力 
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(3)  床版調査結果の登録機能（Excel の添付登録機能） 

床版調査結果の登録に係わる画面設計について以降に示す。 

 

a） 床版調査結果 Excel 読込画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-7 床版調査結果 Excel 読込画面 

■ 機能制御 

① TOP 画面：登録する修正するの枠に「床版調査 Excel 読込（新規・修正）」ボタンを設置

する。定期点検の下に配置する。 

② 画面名：“床版調査結果 Excel 読込”とする。ベースは、橋梁調書の読み込み画面とする。 

画面の色は紺色ベースとする。 

③ 登録制御：以下の制御を設置し、エラーの場合はエラー内容を黄色で表示する。 

・橋梁特定制御：Excel 内の橋梁番号、分割番号、分割区分を確認し、発注業務内に含まれ

ている橋梁であるか確認する。 

・データ登録済み：当該業務で既に床版調査の仮登録データがある場合は仮登録データを

削除して、上書き登録する（別調査日で仮登録がある場合も同様とする）。 

・ファイル名制御：ファイル名は、入力調書出力時と同じ値で制御する（以下ファイル名）。 

「床版調査結果入力調書_橋梁番号_分割番号_分割区分_橋梁名.xlsx」 

例：床版調査結果入力調書_MB_03050_0010_1_上下線一体_前橋大橋.xlsx 

・シート名制御：様式 9-1、9-2 のシート名が存在すること、シート複製ルールが正しいか。 

❷ 

❺ 

❸ 

❶ 
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・径間番号、パネル分割番号の重複：径間番号やパネル分割番号の重複がないか確認する。 

・写真ファイル形式：JPEG 形式のファイルで登録されている。 

・写真内オブジェクト：挿入された写真内のオブジェクト入力ルールを確認する。 

④ ファイル形式：橋梁調書と同様、複数ファイルまとめてアップロードと１橋分アップロー

ドの２つの登録パターンを用意し、複数の場合は、ZIP または LZH 形式で１つのフォルダ

内にまとめて圧縮した形で登録する。 

 

(4)  承認申請・承認（否認）機能 

a） 橋梁一覧（承認申請） 

■ 画面イメージ 

 

図 5-8 承認申請画面 

■ 機能制御 

① 画面：床版調査業務の専用の承認申請画面を表示する。ベースは定期点検業務の承認申請

画面とし、“点検実施日”を“床版調査日”の項目名に変更、国様式の項目は不要とする。

データの種類は、床版調査データとする。 

② 承認申請フロー：承認申請、承認フローは定期点検業務と同様とする。 

 

❶ 
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b） 橋梁一覧（承認否認）画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-9 承認申請画面 

■ 機能制御 

① 画面：床版調査業務の専用の承認申請画面を表示する。ベースは定期点検業務の承認申

請画面とし、点検実施日は床版調査日の項目名に変更、国様式の項目は不要とする。デー

タの種類は、床版調査データとする。 

 

  

❶ 
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(5)  床版調査結果の検索・参照・出力機能 

床版調査結果の検索・参照・出力に係わる画面設計について以降に示す。 

a） 項目編集画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-10 項目編集画面 

■ 機能制御 

① 項目追加：表示項目に以下の項目を追加する。 

・「点検結果_最新の床版調査結果（年月日）」 

・「点検結果_最新の床版調査結果（調査機器）」 

・「床版調査業務の契約管理番号」 

・「床版調査業務の業務名」 

 

❶ 
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b） 橋梁一覧（床版調査結果）画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-11 橋梁一覧（床版調査結果） 

■ 機能制御 

① TOP 画面：見る・調べるの枠に「床版調査結果から」ボタンを設置する。点検結果から

の下に配置する。 

② 画面名：“橋梁一覧（床版調査結果）画面”とする。ベースは、橋梁一覧（異常時点検結

果）画面とする。 

③ 構成：画面の構成は、出力様式選択、検索条件（基本検索、詳細検索）、一覧表、各種様

式出力ボタンとする。※項目編集機能は不要とする。 

④ 基本検索条件：橋梁番号、路線種別、橋梁名、路線名、事務所名、橋長、床版調査実施

有無（“有り”が選択された状態）、供用年度、活荷重、適用示方書、床版調査年月日、調

査機器、最新床版調査の契約管理番号、最新床版調査の業務名とする。 

⑤ 一覧表の項目：全て選択、橋梁番号、橋梁名、分割番号、分割区分、床版調査対象橋梁

径間数、路線名、橋長、供用年度、活荷重、適用示方書、床版調査年月日、調査機器、最

新床版調査業務の契約管理番号、最新床版調査業務の業務名、とする。 

※確定フラグ１のみを表示対象とする。 

⑥ 地図表示、リスト出力ボタン：地図表示と一覧表を出力する。 

⑦ その他様式出力はこちら：橋梁調書（Excel、個別 PDF、全体 PDF）、橋梁管理カルテ

（Excel、個別 PDF、全体 PDF）、入力用床版調査様式（様式 9）出力（Excel）、の３種を

設置する。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 
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c） 橋梁一覧（点検結果出力）画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-12 橋梁一覧（点検結果出力）画面 

■ 機能制御 

① 出力様式：「定期点検結果（様式 3～7）」の名称を「定期点検結果（様式 3～7 及び 9）」

とする。出力時には様式 9-1、9-2 を別 sheet に入れた形で出力する。なお、定期点検結果

を踏まえた床版調査結果が登録されていない場合、様式 9-1、9-2 は出力しない。 

※簡易点検結果は従来通りとするが、対象様式が「簡易点検結果（様式 3、4、7）」である

ため、名称を修正する。 

 

❶ 

入力用床版調査様式 

（様式 9）出力 
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d） その他の様式出力画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-13 その他の様式出力画面 

■ 機能制御 

① 橋梁管理カルテ出力：橋梁一覧検索画面等に設置されているその他の様式出力画面にお

いて、橋梁管理カルテ出力時には様式 9-1、9-2 を別 sheet に入れた形で出力する。なお、

定期点検結果を踏まえた床版調査結果が登録されていない場合、様式 9-1、9-2 は出力しな

い。 

 

 

❶ 
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e） 点検履歴画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-14 点検履歴画面 

■ 機能制御 

① 履歴表示：履歴一覧表示として、種別に「床版調査」、概要に「床版調査（電磁波調査）

における所見」を表示する。※点検、補修・補強履歴画面も同様の値を表示する。床版調

査年月日をリンク表示し、リンククリック後は、「橋梁概要」と「床版調査結果」のタブ

画面を表示する。 

② 結果概要：「橋梁概要」タブは既往機能の踏襲した画面を表示する（※位置図、一般図、

全景は登録されていないため、橋梁調書の情報を表示する）。「床版調査結果」タブは、床

版調査の諸元として、床版調査実施日、調査実施者等の他、様式ファイルダウンロードの

ためのリンクを設置する。 

③ 削除：業務中の対象ユーザで承認済み（確定フラグ１）を表示している場合「削除」ボ

タンを表示する。 

④ 登録取り消し：申請前、否認中の仮登録状態である場合は「登録取消」ボタンとする。

登録取り消し実行は承認ルートを通らずデータ登録者によって実行できる。 

❶ 

床版調査年月日 ： 2026.10.10 

調査機器    ： ○○ 

調査実施者   ： 〇〇コンサルタンツ 

業務契約管理番号： ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ 

業務名     ： ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ 

床版調査結果  ： 〇〇〇〇〇〇〇〇.xlsm 

床版調査結果 

❷ 

❸ 
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(6)  定期点検時の床版調査結果（最終評価）の登録機能 

定期点検業務における床版調書入力フォーマットの出力から登録機能に係わる画面設計に

ついて以降に示す。 

 

a） 入力調書出力画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-15 調書出力画面 

■ 機能制御 

① 画面名：“入力調書出力”に画面名を変更する。 

② 直近の床版調査結果（様式 9）出力：床版調査業務で登録された床版調査結果の添付

Excel ファイルを出力できる機能を新設する。複数出力した場合は、１つの圧縮ファイル

で出力する。調査結果が登録されていない橋梁を選択している場合は「選択した橋梁は床

版調査結果が登録されていません」と表示するが、複数橋選択して何かしらファイル出力

できる場合は、そのまま出力可能な橋梁のファイルのみ出力しエラー表示はしない。 

③ 一覧表に項目追加：一覧表に「今回床版調査対象」「直近床版調査年月日」の項目を定期

点検の後ろに追加する。「今回床版調査対象」は、直近の定期点検年月日で登録された

“次回の定期点検における床版調査の要否”の最新値を表示する。なお、本項目は、当

該点検業務にて様式 8 登録後、最新の「次回の定期点検における床版調査の要否」に更

新されることから、今回と次回の棲み分けができるよう、発注系テーブルと点検履歴テ

ーブルの業務契約管理番号を比較し、合致している場合は表示対象外とする。 

“直近床版調査年月日”は直近の年月日を表示し、床版調査履歴がないデータは“－”

を表示する。  

直近の床版調査結果（様式 9）出力 

❷ 
❶ 

❸ 
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b） 点検結果概要画面（床版調査結果タブ） 

定期点検結果として床版調査を踏まえた最終評価を登録は、様式 8 登録後に自動生成された様式 3-7 に相当する点検結果概要画面にて、当該橋

梁の床版調査結果とその最終評価として様式 9 を登録する機能とする。 

■ 画面イメージ 

 

図 5-16 点検結果概要画面（床版調査結果タブ）  

❶ 

❷、❸ 

❹ 

❺ 

諸元情報 

パネル分割番号単位で生成で

様式 9-1，9-2 の組を並べて表示 
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■ 機能制御 

① 床版調査結果（最終評価）タブ：点検結果概要画面に床版調査結果タブを表示する。床

版調査結果が登録されていない場合は、空白とし、登録済みファイル名に“－”を表示す

る。 

② ファイル登録機能：画面上段にて、ファイル参照にて登録する機能を設置する。 

・ファイル参照後はゴミ箱を表示し参照クリアができる機能とする。 

・登録ボタン実行後、ファイルからデータを読み込み画面に結果を表示する。 

・エラーがある場合はエラー内容を表示する。 

・定期点検結果の仮登録状態、本登録状態に係わらず登録者である点検業者は、床版調査結

果の上書き登録を可能とする。 

・登録権限は登録者である定期点検業務の点検業者のみとする。よって、対象外のユーザ

（職員等）は本ボタンを非表示とする。 

③ 登録チェック：以下の登録チェックを実施する。 

・橋梁特定制御：Excel 内の橋梁番号、分割番号、分割区分を確認し、発注業務内に含まれ

ている橋梁であるか確認する。 

・ファイル名制御：ファイル名は、入力調書出力時と同じ値で制御する（以下ファイル名）。 

例：床版調査結果入力調書_MB_03050_0010_1_上下線一体_前橋大橋.xlsx 

・シート名制御：様式 9-1、9-2 のシート名が存在すること、シート複製ルールが正しいか。 

・点検年月日の差異チェック：既に登録された定期点検結果（様式 8 の定期点検実施日）

とそれに紐づけて登録する床版調査結果（様式 9 の点検実施日）の点検日の差異がない

かチェックを実施する。 

・径間番号、パネル分割番号の重複：径間番号やパネル分割番号の重複がないか確認する。 

・写真ファイル形式：jpeg 形式のファイルで登録されている。 

・写真内オブジェクト：挿入された写真内のオブジェクト入力ルールを確認する。 

④ 最終判定のデータ削除機能：登録したデータの削除機能を設置する。削除登録者である

定期点検業務の点検業者のみとする。よって、対象外のユーザ（職員等）は本ボタンを非

表示とする。 

⑤ 出力：定期点検結果に床版調査結果が登録されている場合は、様式 3～7 に加えて、様式

9-1、9-2 を別 sheet に入れた形で出力する。 
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c） 橋梁一覧（作業対象橋梁） 

■ 画面イメージ 

 

図 5-17 橋梁一覧（作業対象橋梁） 

■ 機能制御 

① 今回床版調査対象の項目追加：一覧表に「今回床版調査対象」の項目を追加する。「今回

床版調査対象」は、直近の定期点検年月日で登録された“次回の定期点検における床版

調査の要否”の最新値を表示する。なお、本項目は、当該点検業務にて様式 8 登録後、

最新の「次回の定期点検における床版調査の要否」に更新されることから、今回と次回

の棲み分けができるよう、発注系テーブルと点検履歴テーブルの業務契約管理番号を比

較し、合致している場合は表示対象外とする。 

② 様式 9 登録状況の項目追加：“様式 9 登録有無”の項目を追加し様式 9 が登録されている

場合は「●」を表示し、今回床版調査対象であるにも関わらず登録されていない場合は

「未登録」と赤文字で注意喚起表示する。●については、リンク形式でダウンロード出

力機能は設置しない（点検日のリンクから点検結果確認画面に遷移できるため）。 

 

d） 橋梁一覧（承認申請） 

■ 画面イメージ 

 

図 5-18 橋梁一覧（承認申請） 

■ 機能制御 

① 床版調査対象の項目追加：“床版調査対象”の項目を分割区分の後ろに追加し、「対象 or 

対象外」を表示する。 

② 様式 9 登録状況の項目追加：“様式 9 登録有無”の項目を追加し様式 9 が登録されている

場合は「●」を表示し、今回床版調査対象であるにも関わらず登録されていない場合は「未

登録」と赤文字で注意喚起表示する。●については、リンク形式でダウンロード出力機能

❷ ❶ 

❷ ❶ 

❸ 
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は設置しない（点検日のリンクから点検結果確認画面に遷移できるため）。 

③ 承認申請制御：諸事情により様式 9 が登録されない場合を考慮し、様式 9 が未登録の状

態においても承認申請可能とする。 

 

e） 承認待ち一覧 

■ 画面イメージ 

 

図 5-19 橋梁一覧（承認申請） 

■ 機能制御 

① 床版調査対象の項目追加：“床版調査対象”の項目を分割区分の後ろに追加し、「対象 or 

対象外」を表示する。 

② 様式 9 登録状況の項目追加：“様式 9”の項目を追加し様式 9 が登録されている場合は

「●」を表示し、登録されていいない場合は「未登録」と赤文字で注意喚起表示する。●

については、リンク形式でダウンロード出力機能は設置しない（点検日のリンクから点検

結果確認画面に遷移できるため）。 

③ 承認・否認制御：諸事情により様式 9 が登録されない場合を考慮し、様式 9 が未登録の

状態においても承認否認可能とする。 

 

  

❷ ❶ 
❸ 
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(7)  床版調査業務の簡易メニュー機能 

事務所職員の簡易メニューに「床版調査」に係わる登録フローの内容を設置する。画面設計

について以降に示す。 

 

a） 発注準備メニュー 

■ 画面イメージ 

 

図 5-20 発注準備メニュー 

■ 機能制御 

① 基本フロー図：定期点検業務の簡易メニューのフロー図を踏襲する。上記画面は事務所

画面の場合であり、県庁（道路整備課、道路管理課）画面の場合は事務所承認がグレーボ

タンとする。 

② 発注準備：最初のフローである発注準備の画面が表示された状態とする。 

③ 対象橋梁確認：GO ボタンクリック後、橋梁一覧画面に遷移する。 

❶ 

床版調査 

発注準備 

床版調査業務の登録 

床版調査実施・登録 

（委託業者の作業） 

床版調査結果の承認 

（事務所） 

発
注
前 

発
注
後 

床版調査の登録フロー 

床版調査業務の変更 

担当者・対象橋梁数の変更 

❶ 

❷ 

❸ 

床版調査結果の承認 

（県庁） 
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b） 床版調査業務の登録メニュー 

■ 画面イメージ 

 

図 5-21 床版調査業務の登録メニュー 

■ 機能制御 

① 床版調査業務の登録：床版調査業務を登録するの GO ボタンをクリック後、発注を行う

条件設定画面に遷移する。 

 

❶ 

床版調査 

発注準備 

床版調査業務の登録 

床版調査実施・登録 

（委託業者の作業） 

床版調査結果の承認 

（事務所） 

床版調査結果の承認 

（県庁） 

発
注
前 

発
注
後 

床版調査の登録フロー 

床版調査業務の変更 

担当者・対象橋梁数の変更 

床版調査業務を登録する 

❶ 
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c） 床版調査実施・登録メニュー（委託業者の作業） 

■ 画面イメージ 

 

図 5-22 床版調査業務の登録メニュー 

■ 機能制御 

① 発注件名：ユーザに関連する登録済みの床版調査業務をプルダウン形式で切替表示する。 

② 出力ボタン：出力対象専用の画面に遷移する。遷移時には発注件名に紐づく橋梁を一覧

表で表示する。 

③ 入力用床版調査様式：床版調査（入力調書出力）画面に遷移する。遷移時には発注件名

に紐づく橋梁を一覧表で表示する。 

 

 

 

❶ 

床版調査 

発注準備 

床版調査業務の登録 

床版調査実施・登録 

（委託業者の作業） 

床版調査結果の承認 

（事務所） 

発
注
前 

発
注
後 

床版調査の登録フロー 

床版調査業務の変更 

担当者・対象橋梁数の変更 

①資料を出力する 

床版調査結果の承認 

（県庁） 

②今回の入力用床版調査様式 

入力用 床版調査様式（様式 9）出力 

❶ 

❷ 

❸ 
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d） 床版調査結果の承認メニュー（事務所の作業） 

■ 画面イメージ 

 

図 5-23  床版調査結果の承認メニュー（事務所の作業） 

■ 機能制御 

① 床版調査業務一覧表：ユーザに関連する床版調査業務を一覧形式で表示する。 

② 承認画面：ユーザに関連する登録済みの床版調査業務をプルダウンで表示する。 

 

  

床版調査 

発注準備 

床版調査業務の登録 

床版調査実施・登録 

（委託業者の作業） 

床版調査結果の承認 

（事務所） 

発
注
前 

発
注
後 

床版調査の登録フロー 

床版調査業務の変更 

担当者・対象橋梁数の変更 

床版調査結果の承認 

（県庁） 

床版調査結果を承認する 

承認画面へ 

❶ 

❷ 
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e） 床版調査結果の承認メニュー（事務所の作業） 

■ 画面イメージ 

 

図 5-24 床版調査業務の登録メニュー 

■ 機能制御 

① 承認権限：事務所ユーザの場合、「床版調査結果の承認（県庁）」ボタンはグレー表示

し、クリックしても承認メニューを表示しない。 

一方で、県庁ユーザの場合は「床版調査結果の承認（事務所）」ボタンがグレー表示とな

り、クリックしても承認メニューは表示しない。 

 

  

床版調査 

発注準備 

床版調査業務の登録 

床版調査実施・登録 

（委託業者の作業） 

床版調査結果の承認 

（事務所） 

発
注
前 

発
注
後 

床版調査の登録フロー 

床版調査業務の変更 

担当者・対象橋梁数の変更 

床版調査結果の承認 

（県庁） 
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f） 業務変更メニュー 

■ 画面イメージ 

 

図 5-25 業務変更メニュー 

■ 機能制御 

① 表示内容：業務一覧の表示について選択候補は「修正情報のある業務」「登録済の業務」

とし、業務修正がある情報は修正情報のある業務に表示する。 

② 床版調査業務一覧：登録されている業務のうち、ログインユーザに係わる業務を一覧表

示する。 

③ 修正：修正をクリックした当該業務の条件設定画面を表示する。 

  

床版調査 

発注準備 

床版調査業務の登録 

床版調査実施・登録 

（委託業者の作業） 

床版調査結果の承認 

（事務所） 

発
注
前 

発
注
後 

床版調査の登録フロー 

床版調査業務の変更 

担当者・対象橋梁数の変更 

床版調査結果の承認 

（県庁） 

床版調査結業務を修正する 

❷ 

❸ 

❶ 
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(8)  定期点検業務の簡易メニュー機能 

定期点検業務の簡易メニュー機能の変更箇所について以降に示す。なお、簡易メニューは作

業フローを支援する画面構成となっており、本簡易メニュー画面からの遷移後は、前述した各

画面に遷移する形となるためここでは割愛する。 

 

a） 定期点検実施（委託業者の作業）メニュー 

■ 画面イメージ 

 

図 5-26 定期点検実施（委託業者の作業）メニュー 

■ 機能制御 

① 橋梁管理カルテ出力：橋梁一覧検索画面等に設置されているその他の様式出力画面にお

いて、橋梁管理カルテ出力時には様式 9-1、9-2 を別 sheet に入れた形で出力する。なお、

床版調査結果が登録されていない場合、様式 9-1、9-2 は出力しない。 
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(9)  職員による「次回定期点検時における床版調査の要否」更新機能 

現行のシステムでは、職員（道路整備課・道路管理課）の専用機能である点検計画立案支援

機能に、橋梁単位で「床版調査対象（対象/対象外）」を管理できる機能としている。一方、点

検要領の改定では、定期点検業者が次回定期点検時における床版調査の実施の必要性を判断

し、結果を様式 8 に記録・登録したうえで、職員の承認を得てシステムに登録される運用で検

討を進めている。次回定期点検時における床版調査の要否は、「対象外、対象（必要）、対象（不

要）」の選択肢とする。点検履歴毎に管理される項目であるが、点検計画立案支援画面では直

近の定期点検履歴を踏まえた最新値を表示し、絞りこみ、更新できる機能に改良する。 

a） 点検計画立案支援画面 

■ 画面イメージ 

 

図 5-27 点検計画立案支援画面 

■ 機能制御 

① 絞りこみ：次回定期点検時における床版調査の要否の項目名に変更し、選択肢は「対象

外、対象（必要）、対象（不要）」とする。 

② 一覧表：次回定期点検時における床版調査の要否の項目名に変更する。未登録の場合は

「未登録」と赤文字で注意喚起表示する。 

③ 更新：直近定期点検の点検年月日を表示し、当該履歴で登録された「次回定期点検時に

おける床版調査の要否」を登録できるよう改良する。新設橋の初期値は「未登録」とする。  

❶ 

❷ 

直近定期点検を踏まえた 

次回定期点検時における床版調査の要否 

直近点検：2026.12.8 ❸ 
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5.2.2.  床版調査業務のテーブル基本設計 

床版調査業務の発注及び結果の履歴登録（※履歴のみで、結果詳細は定期点検時に登録）のテ

ーブル基本設計を以降に示す。 

 

(1)  業務区分 

群馬県橋梁情報管理システムには、橋梁調書、定期点検（異常時点検含む）、補修補強工事

に係わる業務発注機能が備わっている。 

今回、床版調査業務をシステム上の新しい業務区分として新設する。床版調査業務は土木事

務所発注の発注形態のみであることから、事務所専用の機能とする。また、職員が調査結果を

登録できる機能は不要とする。床版調査業務においては橋梁調書の更新は不可とする。 

●事務所発注：床版調査データ（登録者：業者） →業務区分（gyoumu）=‘14’ 

 

(2)  データ登録フロー 

床版調査結果のデータ登録フローについてパターンを以下に示す。 

橋梁係の否認時は事務所を介さず直接床版調査業の登録ステップに戻ることとする。 

 

図 5-28 データ登録フロー 

  

橋梁 DB 

橋梁係 

（最終承認者） 

事務所 

（一次承認者） 

床版調査業者 

❶業務登録 

❸データ

仮登録 

・承認申請 

❷関係者に 

メール通知 

❹関係者に 

メール通知 

❺一次

承認 

❻関係者に 

メール通知 

❼最終承認 

（データ確定） 

否認時の処理 

 

データ

否認 

関係者に 

メール通知 

データ仮登録 

・承認申請 

※事務所否

認時も業者

のデータ再

登録ステッ

プに戻る 

承認依頼 承認依頼 再登録依頼 業務登録完了 

以降は事務所

承認、橋梁係承

認のステップ 

TO 

CC TO 

CC 

TO 

CC 

承認の連絡 

TO 

CC 

CC 
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(3)  登録対象テーブルと登録制御 

a） 登録対象テーブル 

床版調査業務の発注及び結果の履歴登録におけるデータ更新対象（トランザクションテー

ブル）は以下の通り。 

【発注系のテーブル】 

①発注テーブル（t_hachu） 

②発注業者テーブル（t_hatchu_gyosya） 

③発注_承認テーブル（t_hachu_shonin） 

④発注_ステータステーブル（t_hachu_status） 

【履歴系のテーブル】 

⑤履歴一覧テーブル（t_rirekiichirandata） 

b） 登録制御 

定期点検業務（業務区分 3、5）と登録フローが同一のため、床版調査業務の発注、履歴登録

制御も同一の処理とする。 

(ア) 新規登録時 

・仮登録されたデータは仮登録状態（確定フラグ０）とし、橋梁係の最終承認をもって

確定（確定フラグ１）とする。 

・当該橋梁における過去の調査点検年月日との履歴の重複は許さない。 

・業務の契約管理番号、業務名を t_rirekiichirandata の管理項目に登録する。 

(イ) 更新登録時 

・申請前や否認中の仮登録状態、承認済み全ての状態で更新可能とするが以下の条件と

する。 

・調査年月日が同一の場合、申請前や否認中の仮登録状態（確定フラグ０）であれば上

書きで仮登録するが、承認済み（確定フラグ１）データが存在するのであれば仮登録中

（確定フラグ０）を別途生成する。 

・調査年月日が異なるデータが登録された場合、申請前や否認中の仮登録状態（確定フ

ラグ０）であれば「登録取消」をするようエラーを返す。承認済み（確定フラグ１）デ

ータが存在するのであれば、仮登録データ（確定フラグ０）を別途生成する。※床版調

査業務の運用上、２回分の点検を登録することはないが、誤った日付で登録される可能

性があるため本処理とする。 

(ウ) 削除 

業務中の対象ユーザで承認済み（確定フラグ１）を表示している場合「削除」ボタンを

表示する。削除後は承認ルートを通して削除する。 

(エ) 登録取り消し 

申請前や否認中の仮登録状態である場合は「登録取消」ボタンとする。登録取り消し実

行は承認ルートを通らずデータ登録者によって実行できる。 
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5.2.3.  床版調査結果登録用 Excel フォーマット出力設計 

床版調査結果登録用の橋梁管理カルテ様式 9-1（調査状況、部材番号図）、様式 9-2（床版調査結

果）の出力設計について以降に示す。 

 

(1)  出力フォーマット 

 

図 5-29 床版調査結果登録用 Excelフォーマット（改定版要領より抜粋） 

  

様式9-1 

様式9-2 
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(2)  制御 

a） ファイル命名規則 

・ ファイル名の命名規則は以下とする。なお、複数橋梁一括出力する際は、圧縮ファイル

（ダウンロード日時_ユーザ名）で１ファイルにまとめて出力する。 

■ファイル命名規則 

床版調査結果入力調書_橋梁番号_分割番号_分割区分_橋梁名.xlsx 

■複数一括時の出力例 

20250703114059_kencho001.zip 

┗床版調査結果入力調書_ MB_03050_0010_前橋大橋.xlsx 

┗床版調査結果入力調書_ MB_03050_0020_前橋第２大橋.xlsx 

 

b） 諸元情報の出力 

・ 入力用床版調査結果様式 9 出力時に、橋梁諸元情報（様式上段の緑ハッチング箇所）が

入った状態で出力する。 

 

c） 径間に基づくシート生成 

・ 径間番号は径間数に応じて１番から番号を振り、径間数分シートを複製する。 

・ シート名の命名規則は、以下とする。初回の床版調査時においては、同一径間内のパネ

ル分割番号は初回の自動設定は困難の為、1 で固定出力とする。一度でも床版調査結果

がシステム登録された橋梁については、直近調査のパネル分割番号分シートを生成す

る。 

■シート命名規則 

・様式 9-1_径間（径間番号）-（同一径間内のパネル分割番号） 

・様式 9-2_径間（径間番号）-（同一径間内のパネル分割番号） 

 

d） 前回調査結果に基づく自動生成 

・ 様式作成の負担軽減のため、様式 9-1 の以下の項目は前回調査結果に基づき自動生成

したうえで出力する。初回調査時は空で出力する。 

■項目 

・パネル分割番号（同一径間内） 

・パネル分割総数（同一径間内） 

・部材要素番号 

・図面ファイル ※なお図面ファイルは Excel の記入要領（JPEG 形式、挿入方法等）

に倣った出力内容とする。 
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e） 様式 9-2「性能の推定区分候補（パネル単位）」の入力支援機能の組み込み 

様式 9-2 にある「性能の推定区分候補（パネル単位）」の項目は、同様式内の部材要素単位

で評価された値にて、機械的に決定される項目である。よって、その評価の入力作業を生活か

つ効率的に行うために、以下の支援機能を Excel マクロ機能にて組み込む。 

  

■ 組み込み箇所 

様式 9-2 の   枠の入力結果で、   枠が自動で入力されるように制御する。緑枠の 5

つの各評価項目枠と最終評価の赤枠の部材要素枠の位置は連動・一対として扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-30 性能の推定区分候補の自動決定・入力支援機能 

 

■ 自動評価の決定タイミングなどの制御 

赤枠の「性能の推定区分候補（パネル単位）」が決定するタイミングは以下とする。 

・ 5 つの評価項目（緑枠）の項目がすべて選択されている。 

・ 5 つの評価項目（緑枠）の各項目が入力されたタイミングをトリガーとし、5 項目がす

べて入力されている場合に、最終的な評価（赤枠）を自動で表示する処理とする。 

・ 最終的な評価（赤枠）は、自動決定項目とし、手作業による入力、修正はできないよう

に制御する。 
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■ 「性能の推定区分候補（パネル単位）」の評価判断条件 

最終評価である「性能の推定区分候補（パネル単位）」の評価値は、以下の判断フローで決

定する。 

 

 

 

図 5-31 「性能の推定区分候補（パネル単位）」の評価判断決定フロー 
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5.2.4.  床版調査業務のメール基本設計 

床版調査業務の発注及び登録結果の申請や承認に伴うメール通知の処理について以下に設計し

た。 

 

(1)  通知要件 

メール通知機能の要件について以下に整理した。ベースの要件は定期点検業務等の既往業

務と同等である。 

(ア) 通知対象者 

・委託業者、承認者に設定された事務所職員、承認者に自動設定される橋梁係 

(イ) 通知のグルーピング 

・本システムにおける申請・承認・否認の行為は、橋梁単位で実施する運用であり通知

の乱発を回避する措置として、申請、承認、否認の通知は、通知の種類や 1 日単位等で

グルーピングにて通知しており、床版調査業務においても本要件を採用する。 

(ウ) 通知の繰り返し 

・データ仮登録、本登録の承認申請においては、承認行為が行われない限り、登録業務

の進捗が滞ることになる。その防止対策として、未処理の通知を対象者に繰り返し通知

する。 

(エ) 通知メール送信エラーの通知 

・業者のアドレス設定の間違いなど、メールが届けられていないことを伝達することを

目的として、通知の発信者に対するメール送信エラーを通知する。 

 

(2)  設計 

a） 通知先と通知内容 

床版調査業務におけるメール通知先、メール通知内容について整理した。 

表 5-1 通知先と通知内容（事務所発注） 

通知タイミング 
委託 

業者 

事務

所承

認者 

県庁 

承認者 
通知内容 

①業務発注（条件の初回設定時） ● ○ × 

・基本情報※1 

・担当者と役割 

・発行された委託業者の ID、パスワード 

（なお、既に発行済みの業者 ID に対しては

ID やパスワードは通知せず、はじめてシステ

ムを利用する方とする） 

①’業務発注（条件の変更） ● ○ × 

・基本情報※1 

・担当者と役割 

・条件の変更箇所 

①’業務発注（削除） ● ○ × ・基本情報※1 

②業者による承認申請 ○ ● × 

・基本情報※1 

・承認申請者情報、申請日時 

・申請者情報、承認申請対象の橋梁情報 

③事務所による仮登録の承認（県庁承

認者への“本登録申請”を兼ねる） 
× ○ ● 

・基本情報※1 

・承認申請者情報、申請日時 

・申請者情報、承認申請対象の橋梁情報 

③’事務所による仮登録の否認 × ● ○ 

・基本情報※1 

・申請者、否認者情報 

・否認日時、理由、対象の橋梁情報 
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通知タイミング 
委託 

業者 

事務

所承

認者 

県庁 

承認者 
通知内容 

④本登録（承認） ● ● ○ 

・基本情報※1 

・申請依頼者情報、申請日時 

・承認者情報、承認対象の橋梁情報 

④’本登録の否認 ● ○ ○ 

・基本情報※1 

・申請依頼者情報、申請日時 

・否認日時、理由、対象の橋梁情報 

⑤登録作業の工期が近づいたことに

対する通知 （7 日前※2） 
● ● × 

・基本情報※1 

・担当者 

・工期 7 日前を示す文章 

⑥登録作業の工期当日 ● ● × 

・基本情報※1 

・担当者 

・工期当日を示す文章 

⑦当該業務における全橋梁の本登録

完了時※3 
● ● ● 

・基本情報※1 

・担当者 

・全橋梁の本登録の完了を示す文章 

凡例 ●：メールで通知、○：cc メールで通知、×：通知対象外 

※1 基本情報：契約管理番号、登録データの種類、登録件名、登録期間、対象橋梁数 

※2 工期忘れなどのリカバーに必要な期間として 7 日前 

※3 登録業務内に複数の事務所に所属する橋梁がある場合は、事務所単位で全橋梁の登録完了の

通知を行う。さらに、登録業務の全橋梁登録完了のタイミングでも通知を行う。 

 

b） メール通知内容詳細 

各メール通知内容の詳細について以降に示す。 

なお、共通条件として、メール内の宛先については、TO 通知対象ユーザ全てを列記し、県

庁、事務所、委託業者の順で表示する。 

 

■ ①業務発注（条件の初回設定時） 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】作業条件の設定完了の連絡（9999999999） 

本文 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

太田土木事務所 BB 様により、以下の案件の登録者に設定されました。 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

※登録期間終了 30 日後の 2026/04/24 を過ぎると作業を行えなくなります。 

 

以下はログイン情報です。（仮）パスワードは適宜変更を行って下さい。 

 ログイン ID：xxxxxxxxx@yyyy.zz.jp 

 （仮）パスワード ：12345678 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 
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■ ①´業務発注（条件の変更） 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】作業条件の設定完了の連絡（9999999999） 

本文 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

太田土木事務所 BB 様により、以下の★印部分の条件が変更されました。 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

★担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

※登録期間終了 30 日後の 2026/04/24 を過ぎると作業を行えなくなります。 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 

 

■ ①´業務発注（削除） 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】作業条件の削除の連絡（9999999999） 

本文 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

太田土木事務所 BB 様により、以下の条件が削除されました。 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

※登録期間終了 30 日後の 2026/04/24 を過ぎると作業を行えなくなります。 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 
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■ ②業者による承認申請 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】仮登録承認申請提出の連絡（9999999999） 

本文 

太田土木事務所 BB 様 

 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様により、下記案件の仮登録承認申請が 06/26 に提出

されました。内容を確認し、承認作業を行ってください。 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 

  ※システムへのアクセスは、ログイン画面へのリンクとし、ログイン完了後、当該案件の仮登録

の承認・否認画面に遷移させる。 

 

■ ③事務所による仮登録の承認（県庁承認者への本登録申請を兼ねる） 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】仮登録承認申請提出の連絡（9999999999） 

本文 

道路整備課 CC 様 

道路整備課 DD 様 

道路整備課 EE 様 

 

太田土木事務所 BB 様により、下記案件の本登録承認申請が 06/27 に提出されました。内容を

確認し、承認作業を行ってください。 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 

  ※システムへのアクセスは、ログイン画面へのリンクとし、ログイン完了後、当該案件の仮登録

の承認・否認画面に遷移させる。 
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■ ③´事務所による仮登録の否認 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】仮登録申請否認の連絡（9999999999） 

本文 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

06/27 に提出された下記案件の仮登録承認申請が道路整備課 CC 様により否認されました。シス

テムにアクセスし、登録内容を確認してください。 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

 

仮登録申請否認対象橋梁 ：OT _03353_0010 大堰橋（下り） 

否認理由               ：所見を入力してください。 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 

  ※システムへのアクセスは、ログイン画面へのリンクとし、ログイン完了後、当該案件の仮登録

の承認・否認画面に遷移させる。 

 

■ ④本登録の承認 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】本登録承認の連絡（9999999999） 

本文 

太田土木事務所 BB 様 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

06/27 に提出された下記案件の本登録承認申請が道路整備課 CC 様により承認されました。シス

テムにアクセスし、登録内容を確認してください。 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 

  ※システムへのアクセスは、ログイン画面へのリンクとし、ログイン完了後、当該案件の仮登録

の承認・否認画面に遷移させる。 
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■ ④´本登録の否認 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】本登録申請否認の連絡（9999999999） 

本文 

太田土木事務所 BB 様 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

06/27 に提出された下記案件の仮登録承認申請が道路整備課 CC 様により否認されました。シス

テムにアクセスし、登録内容を確認してください。 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

 

仮登録申請否認対象橋梁 ：OT _03353_0010 大堰橋（下り） 

否認理由               ：所見を入力してください。 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 

  ※システムへのアクセスは、ログイン画面へのリンクとし、ログイン完了後、当該案件の仮登録

の承認・否認画面に遷移させる。 

 

■ ⑤登録作業の工期が近づいたことに対する通知（工期７日前の通知） 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】工期終了 7 日前の連絡（9999999999） 

本文 

太田土木事務所 BB 様 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

以下の案件の工期終了 7 日前になりましたのでお伝えします。システムにアクセスし、登録内容を

確認してください。 

 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 
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■ ⑥登録作業の後期当日 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】工期終了日の連絡（9999999999） 

本文 

太田土木事務所 BB 様 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

以下の案件の工期終了日になりましたのでお伝えします。システムにアクセスし、登録内容を確認

してください。 

 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 

   

■ ⑦当該業務における全橋梁の本登録完了時 

メ
ー
ル
通
知 

件名 【橋梁 DB】データ登録完了の連絡（9999999999） 

本文 

太田土木事務所 BB 様 

株式会社 AA コンサルタンツ 床版太郎様 

 

以下の案件の工期終了日になりましたのでお伝えします。システムにアクセスし、登録内容を確認

してください。 

 

契約管理番号：9999999999 

データ種類：床版調査データ（登録者：業者） 

登録件名：道路メンテナンス事業（橋梁）（橋梁床版調査業務委託） 

登録期間：2025/02/22 ～ 2026/03/25 

事務所名：太田土木事務所 

路線名：国道 ３５４号 

担当業者数：4 名 

担当県庁職員数：5 名 

対象橋梁数：54 

 

システムへのアクセスはこちら⇒http://gunma-bridgedb.jp/bridgedb/ 
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6.  改良要素②「橋梁管理カルテの変更に伴う出力・登録・検索・参照機能の改良」 

橋梁管理カルテの変更に伴う出力・登録・検索・参照機能の改良についての要件定義及び基本

設計を以降に示す。 

 

6.1.  要件定義 

要件定義を以降に示す。 

・ 様式における変更箇所一覧は「表 6-1」の通り。 

・ 橋梁管理カルテ（様式 1、2、3～7）の画面及び様式出力を改良する。 

・ 定期点検結果記録様式（様式 8）の様式出力及び登録処理を改良する。なお、様式 8 登録時

の結果確認画面でも同様の対応を行う。 

・ 簡易点検結果の登録、参照画面・出力様式（様式 3-1、3-2、4-1、4-2、7）の改良を行う。 

・ 橋梁一覧（点検結果）の一覧表の項目及び解説文書の対策区分の名称を部材状態区分に変

更する。 

・ 基本検索、詳細検索、項目編集機能にて、項目名の変更等の対応を行う。 

表 6-1変更箇所一覧 

様式 変更箇所 

様式 1 ・対策区分 → 部材状態区分 に表現変更 

様式 2 ・対策区分 → 部材状態区分 に表現変更 

・緊急度が高い対策区分等の主要部材 → 緊急度が高い主要部材に表

現変更 

・健全性（道路橋毎） → 健全性の診断区分に表現変更 

様式 3-1 －（変更なし） 

様式 3-2 ・対策区分 → 部材状態区分 に表現変更 

様式 3-3 －（変更なし） 

様式 4-1 ・橋梁検査員 → 橋梁診断員 に表現変更 

・点検方法の選択肢追加（橋梁点検車（その他））、徒歩→地上に表現変更 

・床版調査対象の項目追加 

・新技術の有無の項目追加 

様式 4-2 －（変更なし） 

様式 5 ・橋梁検査員 → 橋梁診断員 に表現変更 

様式 6 ・橋梁検査員 → 橋梁診断員 に表現変更 

様式 7 ・橋梁検査員 → 橋梁診断員 に表現変更 

・対策区分 → 部材状態区分 に表現変更 

様式 8 ・対策区分 → 部材状態区分 に表現変更 

・判定理由 → 評価理由 に表現変更 

・点検方法の選択肢追加（橋梁点検車（その他））、徒歩→地上に表現変更 

・点検方法は「主な点検方法」と表現を変え部材別での分けを撤廃 

・部材区分、損傷位置、概算工事費算出用の枠を撤廃 

・今回の定期点検における床版調査対象の項目追加 ※表示のみで登録

対象外。 
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様式 変更箇所 

・次回の定期点検における床版調査の要否の項目追加 

・新技術の有無の項目追加 

様式 9-1 ・様式新設 

様式 9-2 ・様式新設 

C1、C2 判

定対応一

覧表 

・様式撤廃 

 

6.2.  基本設計 

定期点検の管理項目の変更とそれに伴う様式変更等への対応について下記の基本設計を実施し

た。以降に内容を示す。 

・画面基本設計    ：6.2.1. に記載 

・様式出力設計    ：6.2.2. に記載 

 

6.2.1.  画面基本設計 

定期点検の管理項目の変更とそれに伴う様式変更等への対応に係わる画面設計について以降に

示す。 

 

(1)  点検結果確認画面（様式 3-7） 

点検結果確認画面（様式 3-7）の影響箇所（赤点線枠部分）について以降に示す。 

a） 点検結果参照画面「管理上の主要課題」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 定期点検結果参照画面「管理上の主要課題」タブ 

  

部材状態区分に変更 



- 48 - 

b） 点検結果参照画面「橋梁の諸元、診断」タブ 

 

 

 

 

 

・検索条件設定画面、検索結果一覧（項目設定機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-2 定期点検結果参照画面「橋梁の諸元、診断」タブ 

 

c） 点検結果参照画面「損傷状況」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3 定期点検結果参照画面「損傷状況」タブ 

 

d） 点検結果参照画面「現地状況写真」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-4 定期点検結果参照画面「現地情報写真」タブ 

「次回床版調査」「新技術」の 2 項目を追加する。 

追加にあたって、表の並び順を見直す。具体は、径間数を

左列に移動させ、点検方法の後ろに「新技術」、健全性（道

路橋毎）の後に「次回床版調査」の並びで表示する。 

橋梁診断員に変更 

橋梁診断員に変更 

点検方法の選択肢追加（橋梁点検車（そ

の他））、徒歩→地上に表現変更 

橋梁診断員に変更 
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e） 点検結果参照画面「損傷図」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-5 定期点検結果参照画面「損傷図」タブ 

 

f） 点検結果参照画面「損傷写真」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  検索一覧画面 

検索画面の影響箇所について以降に示す。 

a） 基本検索画面及び詳細検索画面の点検方法の追加（橋梁点検車（その他）） 

基本検索画面と詳細検索画面に設定されている点検方法の検索条件の選択肢に橋梁点検車

（その他）を追加する。 

 

 

 

 

図 6-6 検索条件における点検方法の選択肢追加 

  

部材状態区分に変更 

橋梁診断員に変更 

橋梁診断員に変更 

点検方法の選択肢追加（橋梁点検車（そ

の他））、徒歩→地上に表現変更 
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b） 詳細検索画面の対策分判定を部材状態区分に表現変更 

 

 

 

 

図 6-7 

 

 

c） 橋梁一覧（点検結果）の一覧及び解説文書の対策区分を部材状態区分に表現変更 

橋梁一覧（点検結果）の一覧表の項目及び解説文書の対策区分の名称を部材状態区分に変更

する。 

 

図 6-8 橋梁一覧（点検結果）の一覧と解説文書 

 

部材状態区分に変更 



- 51 - 

(3)  様式 8 出力ボタン名称の変更 

様式８出力ボタンが設置されている箇所について、今回の対応を期に名称を統一化する。 

 

a） 橋梁一覧（入力用定期点検調書出力）画面 

TOP 画面の「入力用定期点検調書」ボタンから遷移した橋梁一覧（入力用定期点検調書出

力）画面のボタン名を変更する。名称は、「入力用 定期点検調書（様式 8）出力」とする。 

 

図 6-9 橋梁一覧（入力用定期点検調書出力）画面 

 

b） その他の様式出力画面 

橋梁一覧画面等に設置されている「その他の様式の出力はこちら」で表示される画面におけ

る様式 8 出力名称を変更する。名称は「入力用 定期点検調書（様式 8）」とする。 

 

図 6-10 その他の様式出力画面 
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6.2.2.  様式出力設計 

定期点検の管理項目の変更とそれに伴う様式変更等への対応に係わる様式設計について以降に

示す。 

(1)  橋梁管理カルテ（様式 1、2、3～7） 

橋梁管理カルテ様式における影響箇所は「様式 1」「様式 2」「様式 3-2」「様式 4-1」「様式 5」

「様式 6」「様式 7」である。内容を以降に示す。 

a） 様式 1 

 

 

 

 

 

 

図 6-11 様式 1 

 

b） 様式 2 

 

 

 

 

 

図 6-12 様式 2 

 

c） 様式 3-2 

 

 

 

 

 

図 6-13 様式 3 

  

部材状態区分に変更 

部材状態区分に変更 
緊急度が高い主要部

材に変更 
健全性の診断区分に変更 

部材状態区分に変更 



- 53 - 

d） 様式 4-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-14 様式 4-1 

e） 様式 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-15 様式 5 

 

f） 様式 6 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-16 様式 6 

  

次回床版調査の項目追加 

・対象外 

・対象（必要） 

・対象（不要） 

橋梁診断員に

変更 

新技術の項目

追加 

橋梁診断員に

変更 

橋梁診断員に

変更 

点検方法の選択肢追加と表現変更 

①橋梁点検車（BT-400） 

②橋梁点検車（BT-200） 

③橋梁点検車（BT-110） 

④橋梁点検車（その他） 

⑤高所作業者 

⑥桁下カメラ 

⑦ポールカメラ 

⑧タワー足場 

⑨梯子 

⑩地上 

⑪その他 
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g） 様式 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-17 様式 7 

(2)  様式 8 

様式 8 の変更箇所は「径間 sheet」及び「所見等 sheet」である。それぞれの変更内容につい

て以降に示す。所見等 sheet は「所見及び全体健全性 sheet」から名称を変更する。 

a） 径間 sheet 

■ 左上部、中段部 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-18 径間 sheet 左上部、中段部 

■ 下部左側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-19 径間 sheet 下段部 

 

部材区分ごとの点検方法

の入力は廃止し、入力

sheetは、所見及び全体健

全性 sheet に移設 

判定理由に変更 部材状態区分に変更 

橋梁診断員に

変更 

部材状態区分に変更 
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■ 上段右側部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-20 径間 sheet 上段右側部 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 6-21 径間 sheet 上段右側部 

 

b） 所見等 sheet 

 

 

 

 

 

図 6-22 所見等 sheet  

C1、C2 対応表の廃止に伴い、

概算工事費算出用の枠部分を

廃止 

・点検方法の入力箇所を本 sheet に移設 

・新技術の有無追加 

・次回の定期点検における床版調査の要否を追加 

・今回の定期点検における床版調査対象の要否を追加（※表示のみで登録対象外の項目） 

部材区分、損傷位置の廃止 
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7.  想定開発スケジュール 

開発スケジュールは、定期点検業務や床版調査業務のスケジュールを踏まえ、段階的に実施する。また、改良機能は R8 年度の点検に適用するものとす

る（R7 年度点検には適用しない）。 

表 7-1 想定開発スケジュール 

          時期 

作業内容 

2025 2026 

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

 

開発マイルスストーン 

 

              

①：R7 床版調査データシステム投入               

②：床版調査業務発注機能               

③：床版調査入力様式 9 出力機能               

④：床版調査調書様式 9 登録機能               

 ⑤：定期点検調書様式 8 出力機能               

⑥：添付登録した床版 9 出力機能               

 ⑥：定期点検調書様式 8 登録機能               

⑦：定期点検調書様式 9 登録機能               

⑧：橋梁管理カルテ様式出力機能               

⑨：検索、参照、出力機能               

点検業務の基本スケジュール               

床版調査業務の基本スケジュール               

★3月（業務発注/様式出力機能）リリース 

★12 月点検結果判定会議 R7 年度業務 2月頃点検業者決定（契約） 

一部橋梁

で修正 

登録完了 5 月頃から順次登録

が進んでいる 

R8 年度業務 2 月発注★ 

 

登録開始 調書等の閲覧開始 

★2～3 月国登録 

★様式 9 登録開始 

R8 からは点検要領改定版 

★投入 

★業務発注開始 

★様式 9 出力開始 

直近床版結果に基づく部材要素番号

等の出力機能（２回目以降で活用） 

★添付登録した様式 9 出力開始 

★様式 8 出力開始 

秋口に契約、年内には調査完了 

★5月登録機能リリース 

★様式 8 登録開始 

★契約予定 

●R7 の床版調査用フォーマット配布済 

床
版
調
査
結
果
の 

管
理
機
能 

定
期
点
検
結
果
の 

管
理
機
能 

★12 月ファイル収集 
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‐以上‐ 


